
― 43 ―

六
甲
修
験
と
雨
乞
い
の
翁
面

早

栗

佐

知

子

は
じ
め
に

私
は
こ
れ
ま
で
に
、
独
自
の
修
行
や
山
伏
問
答
を
伝
承
し
て
い
る
阪
神
電
鉄
峰

参
会
の
活
動
を
調
査
・
報
告
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、六
甲
連
山
に
展
開
し
た
六
甲

修
験
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
峰
参
会
の
行
者
た
ち
が
修
行
場
と
し
て
大
切
に
し

て
き
た
の
が
神
戸
市
東
灘
区
の
岡
本
に
あ
る
明
王
院
（
岡
本
明
王
院
と
も
。
地
図

１
）
で
あ
っ
た
。
明
王
院
は
、
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺
の
塔
頭
の
ひ
と
つ
と
し
て
摩

耶
山
に
あ
っ
た
が
、
明
治
十
三
年
に
現
在
地
へ
移
っ
た
。
明
王
院
の
岡
本
へ
の
移

転
に
つ
い
て
『
武
庫
郡
誌
』
に
は
、

(1)

明
治
維
新
に
至
り
、
修
験
道
廃
止
せ
ら
れ
、
同
八
年
八
月
眞
言
宗
に
加
入
し

て
法
儀
を
相
續
し
、
次
て
同
十
三
年
十
二
月
摩
耶
山
天
上
寺
塔
中
（
マ
マ
）

明
王
院
を
移
轉
し
、
同
時
に
全
然
寺
院
組
織
に
改
め
（
後
略
）

と
あ
る
の
で
、
修
験
道
廃
止
が
明
王
院
が
摩
耶
山
か
ら
岡
本
へ
移
っ
た
理
由
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
岡
本
へ
移
っ
て
か
ら
当
時
の
明
王
院
の
觀
祥
住
職
は
、
長
寿

講
と
い
う
行
者
講
を
作
っ
た
り
自
宅
を
修
験
道
場
に
し
た
り
し
て
、修
験
道
の
発

展
と
後
進
の
育
成
に
励
ん
だ
（
『
久
里
』
三
三
号
（
神
戸
女
子
民
俗
学
会
、
二
〇

一
四
年
一
月
）
）
。
こ
の
こ
と
は
、
『
武
庫
郡
誌
』
に
も

第
十
二
項
明
王
院
（
岡
本
）

（
中
略
）

[

沿
革]

岡
本
の
松
田
三
郎
右
衛
門
長
男
藤
治
（
マ
マ
）
、
同
村
高
井
藤
次
郎

の
養
子
と
な
り
、
其
の
壮
年
の
頃
大
和
國
大
峰
山
に
登
る
こ
と
屢
次
、
役
行

者
（
優
婆
塞
小
角
）
を
信
ず
る
こ
と
厚
し
。

弘
化
三
年
（
紀
元
二
五
〇
六
年
）
七
月
、
山
城
國
宇
治
郡
醍
醐
村
三
寶
院
に

於
て
修
験
道
場
を
相
續
す
。
是
と
前
後
し
て
長
寿
講
を
組
織
し
、
己
が
住
宅

の
一
部
を
修
築
改
造
し
、
十
一
面
観
音
・
不
動
明
王
・
優
婆
塞
小
角
・
及
諸

佛
像
佛
畫
を
安
置
し
、
以
て
加
持
祈
祷
を
な
し

（
後
略
）

と
あ
る
。

さ
ら
に
、
明
王
院
が
岡
本
へ
移
る
こ
と
を
経
済
的
に
支
え
、
觀
祥
住
職
の
活
動

を
支
援
し
た
の
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
尼
崎
藩
の
大
庄
屋
を
つ
と
め
た
野
寄
の

(2)

高
井
宗
官
家
で
あ
っ
た
（
「
尼
崎
藩
大
庄
屋
高
井
宗
官
家
の
役
割
―
摩
耶
山
周
辺

(3)

の
宗
教
的
環
境
の
な
か
で
―
」
（
『
研
究
報
告
』
第
十
集
（
西
宮
市
立
郷
土
資
料
館
、

二
〇
一
三
年
十
一
月
）
。
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高
井
宗
官
家
に
残
る
「
永
禄
十
二
年

南
宮
春
日
社
御
神
供
料
摂
州
山
路
庄
公

事
銭
取
調
帳
」
の
岡
本
村
内
に
「
ま
や
免

三
反
歩
」
と
い
う
土
地
が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
み
て
も
、春
日
神
社
の
荘
園
内
に
摩
耶
山
に
関
す
る
土
地
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

(4)

と
こ
ろ
で
、
明
王
院
が
明
治
十
三
年
ま
で
塔
頭
と
し
て
あ
っ
た
摩
耶
山
忉
利
天

上
寺
に
つ
い
て
『
西
摂
大
鑑
』

下
巻
（
明
治
四
十
四
年
刊
）
に
は
、
次
の
よ
う

に
あ
る
。
佛
母
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺
の
項
の
「
宝
物
」
の
部
分
で
あ
る
。

叟
面

俗
に
雨
乞
い
の
面
と
い
ふ
、山
下
の
上
野
村
幸
王
太
夫
が
家
に
あ
り

し
を
障
碍
あ
り
て
當
寺
に
納
む
、
春
日
三
面
の
内
な
り
、
一
面
は
金
春
太
夫

に
あ
り
、
一
面
は
丹
波
梅
若
太
夫
に
あ
り
、
此
幸
王
太
夫
は
南
都
薪
の
能
に

出
勤
す
と
い
ふ
。

つ
ま
り
、
俗
に
雨
乞
い
の
面
と
い
う
面
が
天
上
寺
の
宝
物
に
あ
る
（
面
は
現
存
、

写
真
）。
そ
れ
は
、
山
下
の
上
野
村
の
幸
王
太
夫
の
家
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

差
し
障
り
が
あ
る
と
い
う
の
で
天
上
寺
に
納
め
た
。
春
日
三
面
の
う
ち
の
も
の
で

あ
る
。
一
面
は
金
春
太
夫
に
あ
り
、
一
面
は
丹
波
の
梅
若
太
夫
に
あ
る
。
こ
の
幸

王
家
は
、
南
都
薪
の
能
に
出
勤
す
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺
に
も
、
天
上
寺
の
塔
頭
で
あ

っ
た
明
王
院
と
深
く
関
わ
る
高
井
家
に
も
、
春
日
神
社
と
の
関
係
を
い
う
伝
承
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
、
六
甲
修
験
の
重
要
な
行
場
に
春
日
神
社
と
の
関
係

を
持
つ
人
た
ち
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
考
え
て
い

き
た
い
。

一
、
高
井
宗
官
家
と
春
日
神
社

ま
ず
、『
西
摂
大
鑑
』
下
巻
第
九
「

家
人
物
」
に
は
高
井
家
に
つ
い
て
次
の

(5)

よ
う
に
あ
る
。

高
井
氏
（
武
庫
郡
本
山
村
の
内
野
寄
村
高
井
宗
貫
）

旧
菟
原
郡
野
寄
村
現
在
の
居
宅
も
建
築
甚
だ
古
く
、一
見
人
を
し
て
其
旧
家

た
る
を
知
ら
し
む
、
当
家
は
藤
原
氏
に
出
づ
、
其
先
は
奈
良
春
日
神
社
の
祠

官
に
て
当
地
山
路
庄
は
同
社
の
神
領
た
り
し
由
、
元
明
天
皇
の
御
宇
神
地
守

護
の
為
め
此
地
へ
移
住
せ
り
と
い
ふ
、
今
を
距
る
一
千
二
百
年
前
な
り
、
従

来
高
井
宗
官
と
代
々
襲
名
せ
し
に
、維
新
の
際
尼
ヶ
崎
侯
の
命
に
依
り
宗
貫

と
改
称
せ
り
と
、
又
屋
敷
の
裏
手
に
小
五
輪
塔
数
多
あ
り
、
名
前
を
刻
せ
ざ

る
も
一
代
毎
に
一
基
を
立
て
し
と
い
ふ
、
苔
蒸
し
て
古
色
を
帯
び
祖
先
の
悠
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遠
な
る
を
想
像
せ
し
む
。

庭
内
燈
籠
に
刻
し
て
曰
く

攝
州
菟
原
郡
山
路
莊
高
井
宗
官
甞
為
南
都
春
日
神
祠
官
其
子
孫
世
々

富
豪
有
徳
望
因
記
之
以
彰
家
運
益
昌
云
爾

明
治
二
十
七
年
十
一
月
吉
且
應
高
井
尊
邦
翁
儒

従
三
位

秋
月

種
樹
識

こ
れ
に
よ
る
と
、
高
井
家
は
藤
原
氏
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
先
祖
は
奈
良
春
日

の
祠
官
で
あ
り
、
当
山
路
庄
は
春
日
神
社
の
神
領
で
あ
る
の
で
、
元
明
天
皇
の
と

き
、
こ
の
地
へ
移
住
し
た
と
い
う
。
今
か
ら
一
二
〇
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
従

来
高
井
宗
官
と
代
々
襲
名
し
た
が
、
維
新
の
際
に
尼
崎
侯
の
命
に
よ
り
宗
貫
と
改

称
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
屋
敷
の
裏
に
小
五
輪
塔
が
多
く
あ
り
刻
銘
は
な
い
も
の

の
一
代
ご
と
に
一
基
を
立
て
た
と
い
う
。
庭
の
燈
籠
に
あ
る
刻
銘
は
「
攝
州
菟
原

郡
山
路
庄
高
井
宗
官
甞
為
南
都
春
日
祠
官
其
子
孫
世
々
富
豪
有
徳
望
因
記
之
以
彰

家
運
益
昌
云
爾

明
治
二
十
七
年
十
一
月
吉
且
應
高
井
尊
邦
翁
儒

従
三
位

秋

月
種
樹
識
」
で
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
高
井
宗
官
家
は
春
日
神
社
の
荘
園
で
あ
る
山
路
庄
の
管
理
を
任
さ
れ

た
宗
官
の
家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
山
路
庄
は
、
現
在
の
神
戸
市
東
灘
区
岡

本
・
野
寄
・
魚
崎
・
青
木
・
横
屋
・
住
吉
な
ど
で
、
野
寄
の
大
日
女
尊
神
社
の

(6)

石
造
物
に
は
高
井
宗
官
寄
進
の
燈
籠
二
対
や
多
数
の
玉
垣
が
残
っ
て
い
る
。
こ

(7)

れ
ら
の
石
造
物
か
ら
も
高
井
家
と
春
日
神
社
の
神
領
で
あ
る
山
路
庄
と
の
関
係
が

み
え
る
。

(8)

こ
の
よ
う
に
、高
井
宗
官
家
は
い
わ
ば
現
地
責
任
者
と
し
て
春
日
神
社
の
荘
園

を
管
理
し
た
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
次
に
摩
耶
山
天
上
寺
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

二
、
摩
耶
山
参
詣
道
と
上
野
村

『
摂
津
名
所
図
会
』
巻
七
（
寛
政
十
年
刊
）
で
は
、
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺
は
次

の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

佛
母
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺

上
野
村
の
上
方
に
あ
り
。
古
義
真
言
宗
。
坂
口

に
焔
魔
堂
あ
り
。
こ
れ
よ
り
阪
路
十
八
町
な
り
。
一
町
毎
に
標
石
あ
り
。

（
中
略
）
近
年
火
災
に
罹
つ
て
諸
堂
・
佛
院
・
仁
王
門
・
石
階
等
全
か
ら
ず
。

（
後
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
上
寺
は
上
野
村
の
上
方
に
あ
る
古
義
真
言
宗
の
寺
院
で
、

坂
口
の
焔
魔
堂
か
ら
十
八
町
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
。近
年
火
災
に
罹
っ
た
た

め
に
、
諸
堂
・
仁
王
門
・
石
階
な
ど
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
。

つ
ま
り
、
摩
耶
山
へ
は
上
野
村
の
「
坂
口
の
閻
魔
堂
」
か
ら
上
が
る
上
野
道
が

代
表
的
な
参
詣
道
で
あ
っ
た
。
閻
魔
堂
か
ら
の
道
に
「
一
之
休
」
か
ら
「
三
之

休
」
が
あ
り
、
遠
方
か
ら
の
参
詣
者
は
「
坂
口
の
閻
魔
堂
」
で
白
装
束
に
着
替
え

た
と
い
う
。

(9)

そ
し
て
、
摩
耶
山
参
詣
道
に
あ
る
上
野
村
に
は
能
楽
の
家
で
あ
る
幸
王
家
が
あ

り
、
摩
耶
山
天
上
寺
と
関
わ
り
を
持
つ
。
そ
れ
が
「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た

『
西
摂
大
鑑
』

に
「
叟
面

俗
に
雨
乞
い
の
面
と
い
ふ
、
山
下
の
上
野
村
幸
王

太
夫
が
家
に
あ
り
し
を
障
□
あ
り
て
當
寺
に
納
む
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。

六
甲
修
験
の
重
要
な
行
場
で
あ
る
明
王
院
が
支
院
と
し
て
あ
っ
た
摩
耶
山
天
上

寺
と
、
山
下
の
幸
王
家
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
３
．
以
降
で
考
え
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て
い
き
た
い
。

三
、
上
野
村
の
幸
王
太
夫

ま
ず
、
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺
へ
雨
乞

い
の
翁
面
を
納
め
た
上
野
村
の
幸
王
家

に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

幸
王
家
に
つ
い
て
は
、『
神
戸
の
民

俗
芸
能
』
灘
・
葺
合
・
生
田
編
に
「
幸

(10)

王
家
文
書
」
の
う
ち
の
十
九
点
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
「
宗
譜
」

に
は
、
幸
王
家
の
家
名
の
由
来
が
記
さ

れ
て
お
り
（
史
料
１
）
、
旱
魃
の
と
き

天
皇
の
勅
命
で
兵
庫
和
田
岬
で
翁
面
の

鬚
を
洗
う
と
、
た
ち
ま
ち
雲
が
起
こ
っ

て
大
い
に
雨
が
降
っ
た
と
あ
る
。
天
皇
は
こ
れ
を
褒
め
た
た
え
て
、
王
の
字
を
与

え
た
の
で
幸
王
と
称
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、「
隣
忠
見
聞
録
」
の
「
今
春
太
夫
」
の
項
に
「
ツ
レ
の
七
家

往
古
は

(11)

今
春
の
七
太
夫
と
て
七
人
の
連
太
夫
あ
り
。」
と
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
で
幸
王
家

は
「
幸
太
夫
は
い
つ
の
頃
よ
り
か
小
皷
と
な
る
、
是
今
の
幸
家
な
り
」
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
兵
庫
県
西
宮
市
日
野
町
に
あ
る
日
野
神
社
の
祭
礼
で
は
、
文
化
九

年
（
一
八
一
二
）
ま
で
に
幸
（
王
）
大
夫
を
招
い
て
い
た
こ
と
が
、
西
宮
市
指
定

史料１

文
化
財
「
岡
本
家
文
書
」
の
な
か
の
「
氏
神
祭

礼
神
事
に
つ
き
申
上
」
に
よ
っ
て
わ
か
る
（
史

料
２
）。
そ
こ
に
は
、

奉
申
上

摂
州
武
庫
郡
上
瓦
林
村
氏
神

（
中
略
）

祭
禮
之
儀
ハ
是
迠
兔
原
郡

上
野
村
幸
大
夫
与
申
翁
相
頼
祭
禮

相
勤
申
候
、
以
上
。

上
瓦
林
村
宮
座

年
番

久
左
衛
門

文
化
九
申
年
四
月

（
後
略
）

と
あ
り
、
旧
摂
津
国
内
の
村
社
の
祭
礼
に
お
い

(12)

て
、
「
上
野
村
幸
大
夫
与
申
翁
相
頼
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(13)

西
宮
市
日
野
町
と
同
じ
よ
う
に
、
祭
礼
に
上
野
村
の
幸
王
大
夫
を
招
い
た
伝
承

を
も
つ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
神
戸
市
須
磨
区
車
地
区
で
あ
る
（
地
図
１
）。

車
地
区
で
の
昭
和
四
十
年
代
の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、

(14)

(

イ)

福
田
梅
吉
氏
（
明
治
二
六
年
生
）
談

自
分
の
子
供
の
こ
ろ
は
、
翁
は
他
所
か
ら
来
て
い
た
。
白
川
の
御
面
講
と
兼

任
し
て
い
て
、
車
で
先
に
し
て
、
次
に
白
川
へ
行
っ
て
い
た
。
翁
を
他
所
の

人
が
す
る
の
は
自
分
が
一
二
、
三
才
の
と
き
で
最
後
だ
っ
た
。
（
後
略
）

と
あ
る
。
さ
ら
に
『
神
戸
の
民
俗
芸
能
』
車
の
翁
舞
と
雨
乞
拍
子
踊
編
に
は
、

(15)

福
田
清
太
郎
氏
（
明
治
一
七
年
生
）
の
談
に
よ
れ
ば
、
車
の
翁
舞
の
大
夫
は

史料２
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灘
の
幸
王
大
夫
が
勤
仕
し
て
い
た
と
い
う
。

と
あ
る
。
こ
の
二
件
の
調
査
内
容
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
明
治
三
十
八
年
頃
ま
で

は
車
の
祭
礼
に
上
野
村
の
幸
王
大
夫
が
招
か
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

で
は
、
次
に
神
戸
市
須
磨
区
の
「
車
大
歳
神
社
の
翁
舞
」
（
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
）
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

四
、
神
戸
市
須
磨
区
車
の
翁
舞

車
大
歳
神
社
の
翁
舞
に
つ
い
て
、
『
兵
庫
県
神
社
誌
』
上
巻
（
兵
庫
県
神
職
会
、

昭
和
十
二
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
前
略
）

祭
日

御
面
式

一
月
十
四
日

[

神
社
調
書]

十
四
日
の
夜
行
は
れ
御
能
式
と
も
云
う
此
式
に
仕
ふ
る
者
を
大

夫
と
云
い
一
代
一
の
戸
主
の
奉
仕
す
る
重
き
神
役
な
れ
ば
其
家
を
大
夫
の
宿

と
稱
し
一
七
日
の
潔
斎
を
成
す
十
四
日
に
至
れ
ば
宿
は
元
よ
り
村
民
は
親
戚

一
同
を
招
待
し
て
祝
盃
を
擧
げ
宴
終
つ
て
宿
主
に
て
一
曲
を
舞
ひ
（
昔
は
若

餅
と
云
ひ
て
一
村
に
小
豆
餅
を
施
與
せ
し
と
い
ふ
今
は
な
し
）午
後
八
時
大

夫
は
裃
を
着
し
て
宮
入
を
成
し
長
殿
に
て
神
酒
を
頂
き
拜
殿
所
定
の
座
に
つ

き
一
揖
し
て
翁
の
曲
を
舞
ふ
（
烏
帽
子
）
次
に
二
童
子
（
素
襖
豆
／
烏
帽

子
）
の
亂
舞
の
曲
あ
り
他
は
五
人
（
裃
）
伶
人
五
人
笛
一
人
小
皷
（
左
側

に
）
火
明
人
一
人
參
列
す
舞
ひ
終
り
て
天
下
太
平
（
マ
マ
）
國
家
安
穏
五
穀

成
就
萬
民
快
樂
と
言
ひ
て
式
を
終
る
。（
後
略
）

こ
れ
を
み
る
と
、
大
夫
を
つ
と
め
る
家
を
宿
と
し
て
い
た
こ
と
、
一
月
十
四
日

の
祭
礼
に
は
村
民
は
親
戚
一
同
を
招
待
し
て
祝
宴
を
あ
げ
た
こ
と
、
そ
の
際
に
は

若
餅
と
い
う
小
豆
餅
を
振
る
舞
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

現
行
の
行
事
に
つ
い
て
、
以
下
に
簡
単
に
紹
介
す
る
。

行
事
は
、
一
月
五
日
の
寄
り
初
め
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
こ
で
は
、
村
の
一
年
間

の
諸
行
事
を
相
談
す
る
が
、
翁
舞
の
役
割
も
決
定
す
る
。
こ
こ
で
ヤ
ド
・
大
夫

（
翁
）・
露
払
い
・
三
番
叟
・
地
謡
・
囃
子
方
が
決
ま
る
。
ヤ
ド
は
、
戸
主
の
な

か
か
ら
年
齢
順
の
輪
番
だ
が
不
幸
が
あ
っ
た
り
す
る
と
除
か
れ
る
。
後
に
紹
介
す

る
が
、
ヤ
ド
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
が
あ
る
。
大
夫
（
翁
）
は
、
行
事
の
主

役
で
保
存
会
の
役
員
の
話
し
合
い
に
よ
り
戸
主
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
る
。露
払
い

は
十
歳
ほ
ど
、
三
番
叟
は
十
二
歳
ほ
ど
の
少
年
が
選
出
さ
れ
る
。
父
の
尉
に
は
大

夫
を
つ
と
め
た
人
が
な
る
。
囃
子
方
は
オ
オ
ド
ウ
（
大
鼓
）
一
名
、
コ
ツ
ヅ
ミ

（
小
鼓
）
三
名
（
こ
の
う
ち
一
名
が
オ
オ
ド
ウ
と
兼
用
）、
笛
二
名
で
構
成
さ
れ

る
。
い
す
れ
も
年
齢
制
限
な
ど
は
今
は
な
い
。
地
謡
は
三
、
四
名
で
こ
れ
も
年
齢

制
限
な
ど
は
な
い
。

一
月
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
五
日
間
ヤ
ド
で
灯
し
た
一
本
の
ろ
う
そ
く
を
ご

神
前
に
見
立
て
て
、
翁
・
三
番
叟
・
露
払
い
の
各
役
、
そ
し
て
大
鼓
・
小
鼓
・

笛
・
地
謡
が
一
日
二
回
集
中
し
た
稽
古
を
す
る
。

十
四
日
の
午
前
、
神
前
に
お
い
て
神
事
に
奉
仕
す
る
人
た
ち
と
翁
舞
保
存
会
の

役
員
は
お
祓
い
を
受
け
る
。
そ
し
て
本
殿
に
祀
る
神
面
三
面
を
受
け
、
ヤ
ド
に
持

ち
帰
り
縁
側
か
ら
入
っ
て
床
の
間
に
納
め
る
。

十
四
日
の
午
後
六
時
頃
、
各
員
装
束
を
整
え
縁
側
か
ら
ヤ
ド
に
入
り
、
最
後
の

稽
古
「
試
し
舞
」
を
お
こ
な
う
。
午
後
七
時
、
行
列
で
宮
入
し
拝
殿
で
お
神
酒
を

い
た
だ
い
た
後
、
約
一
時
間
の
舞
を
奉
納
す
る
。
こ
の
舞
は
、
呪
術
性
が
高
く
、
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「
天
下
泰
平
」
「
国
土
安
穏
」
「
五
穀
豊
穣
」
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

(16)

以
上
が
翁
舞
行
事
の
概
要
で
あ
る
。

(17)

さ
ら
に
、
現
行
の
行
事
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
を
紹
介
す
る
（
翁
舞
保
存
会
会

長
・
椿
原
勇
さ
ん
（
昭
和
二
十
一
年
生
）
よ
り
）
。

村
で
の
役
割
分
担

車
の
村
で
は
、
翁
舞
の
宿
と
神
主
の
宿
の
二
つ
の
宿
の
当
番
が
あ
る
。
宿
以
外
に

保
存
会
の
会
長
と
副
会
長
、
大
夫
・
笛
・
鼓
の
指
導
役
、
行
事
の
記
録
な
ど
を
担

当
す
る
広
報
な
ど
の
「
役
員
」
を
置
い
て
、
宿
と
演
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

神
主
の
宿

神
主
の
宿
は
、
い
わ
ば
一
日
限
り
の
宿
で
二
軒
ず
つ
つ
と
め
る
。
そ
の
主
な
仕
事

は
、
神
前
の
お
供
え
の
準
備
と
当
日
の
朝
に
宮
司
を
迎
え
に
行
く
こ
と
で
あ
る
。

お
供
え
は
、
洗
米
・
餅
（
小
餅
二
十
六
個
と
本
殿
用
の
餅
）
・
鯛
一
尾
・
乾
物

（
高
野
豆
腐
十
三
個
・
椎
茸
十
三
個
・
ゆ
ば
一
袋
・
は
る
さ
め
一
袋
・
の
り
一

帖
・
ご
ま
め
十
三
尾
）
・
野
菜
（
白
菜
一
個
・
大
根
二
本
・
人
参
三
本
・
ト
マ
ト

三
個
・
ピ
ー
マ
ン
一
袋
・
イ
ン
ゲ
ン
又
は
き
ぬ
さ
や
一
袋
）
・
果
物
（
バ
ナ
ナ
一

房
・
り
ん
ご
三
個
・
み
か
ん
七
個
）
・
塩
一
袋
で
あ
る
。

大
歳
神
社
の
神
主
は
、
神
戸
市
兵
庫
区
平
野
の
祇
園
神
社
と
兼
務
で
あ
る
の
で
、

そ
こ
ま
で
迎
え
に
行
く
。

翁
舞
の
宿

翁
舞
の
宿
は
、
一
月
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
舞
の
練
習
場
所
と
な
る
。
昔
は
、

練
習
の
と
き
に
も
食
べ
物
や
お
世
話
が
非
常
に
大
変
で
、宿
を
つ
と
め
る
家
の
最

大
の
負
担
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
年
か
ら
練
習
は
会
館
で
す
る
こ
と
に
し
、
休
憩

に
お
茶
を
出
す
だ
け
で
、
も
て
な
し
も
無
し
に
し
た
。
こ
う
す
る
と
、
宿
に
当
た

っ
た
家
か
ら
奥
さ
ん
一
人
が
会
館
へ
出
て
お
茶
を
出
す
く
ら
い
の
お
世
話
を
し
て

も
ら
う
こ
と
で
済
む
か
ら
で
あ
る
（
家
で
ど
う
ぞ
、
と
い
う
人
が
宿
の
と
き
に
は

従
来
通
り
で
も
構
わ
な
い
）
。

た
だ
し
、
御
神
体
の
御
面
だ
け
は
会
館
に
置
く
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
、
宿
の
家

に
置
く
こ
と
に
す
る
。

村
の
話
し
合
い

十
一
月
の
話
し
合
い
で
、
大
体
の
こ
と
を
ま
ず
決
め
る
。
ト
ン
ド
も
す
る
の
で
、

木
の
伐
り
出
し
の
こ
と
な
ど
も
話
し
合
う
。

御
面

一
月
八
日
か
ら
の
練
習
に
は
、
レ
プ
リ
カ
の
御
面
を
使
う
。
こ
れ
は
、
昭
和
六
十

年
頃
つ
く
っ
た
。
と
て
も
よ
く
で
き
て
い
て
、
本
物
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

芸
態

翁
舞
は
、昭
和
四
十
四
年
ま
で
中
断
し
て
い
た
も
の
を
昭
和
四
十
五
年
に
老
人
会

に
よ
っ
て
復
活
し
た
。
現
在
の
芸
態
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
復
活
し
た
頃
の
も
の

と
変
わ
ら
な
い
。

行
事
の
継
承

子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、近
年
は
翁
舞
の
行
事
を
い
か
に

継
承
し
て
い
く
か
、
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
小
学
校
へ
出
向
い
て
、
児
童
ら
に

「
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

継
承
し
て
い
く
た
め
の
策
の
ひ
と
つ
が
、一
月
八
日
か
ら
の
練
習
に
会
館
を
利
用

す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
に
か
く
翁
舞
を
残
す
こ
と
を
優
先
し
た
い
し
、
そ
れ
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
宿
や
村
の
人
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

村
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車
の
村
全
体
で
四
十
軒
あ
り
、
田
畑
は
全
部
で
十
五
町
ほ
ど
あ
る
。
昭
和
四
十
年

代
に
は
四
十
軒
ほ
と
ん
ど
が
農
業
を
し
て
い
た
が
、現
在
で
は
農
業
を
し
て
い
る

の
は
六
軒
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
か
な
り
の
田
畑
が
荒
ら
し
て
あ
る
。
農
作
が
さ
れ

て
い
る
田
畑
で
も
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
多
く
対
策
が
大
変
で
あ
る
。

お
わ
り
に

現
在
の
神
戸
市
東
灘
区
岡
本
周
辺
に
あ
っ
た
山
路
庄
は
、
高
井
家
が
春
日
神
社

の
宗
官
と
し
て
管
理
し
て
い
た
土
地
で
あ
っ
た
。
山
路
庄
の
西
、
摩
耶
山
南
麓
に

あ
る
上
野
村
に
は
能
楽
の
家
で
あ
る
幸
王
家
が
あ
っ
た
。
幸
王
家
は
、
摩
耶
山
天

上
寺
に
現
存
す
る
「
雨
乞
い
の
翁
面
」
を
所
有
し
て
い
た
。
「
雨
乞
い
の
翁
面
」

は
、
幸
王
家
の
家
名
の
由
来
に
な
っ
た
も
の
で
、
翁
面
の
鬚
を
兵
庫
和
田
岬
で
洗

う
と
雨
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
ま
た
、
幸
王
家
は
車
を
は
じ
め
、
摂
津
・
播
磨
の

村
々
で
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願
す
る
翁
舞
を
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

(18)

山
路
庄
を
管
理
す
る
高
井
家
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
幸
王
家
は
、

大
切
に
し
た
い
存
在
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
高
井
家
は
、
「
雨
乞

い
の
翁
面
」
を
所
有
す
る
幸
王
家
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
で
、
山
路
庄
の
土
地

の
管
理
を
円
滑
に
お
こ
な
え
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
幸
王
家
に
と
っ
て
も
有
益
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
幸
王
家
は
、
摩
耶
山
南
麓
に
居
住
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
活
動
が
活
発
に

お
こ
な
え
る
上
、大
寺
院
で
あ
る
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺
と
高
井
家
の
双
方
か
ら
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

摩
耶
山
南
麓
地
域
の
宗
教
的
環
境
に
お
い
て
、
明
王
院
を
は
じ
め
と
す
る
六
甲

修
験
の
行
場
が
確
立
し
て
い
く
過
程
に
は
、
高
井
家
・
幸
王
家
、
そ
し
て
摩
耶
山

忉
利
天
上
寺
の
相
互
関
係
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

［
註
］

⑴

武
庫
郡
教
育
会
、
大
正
十
年
。

⑵

野
寄
は
、
明
王
院
が
あ
る
岡
本
の
隣
村
に
あ
た
る
。

⑶

高
井
宗
官
家
は
、
尼
崎
藩
の
銀
札
引
換
所
で
も
あ
っ
た
。

⑷

こ
の
史
料
を
所
蔵
し
て
い
る
高
井
家
の
現
当
主
に
よ
る
と
、
「
高
井
家
は

代
々
奈
良
の
春
日
神
社
の
氏
子
会
の
役
員
を
し
て
い
る
」
と
い
う
（
調
査
）。

⑸

『
西
摂
大
鑑
』
下
巻
（
縮
刷
版
）
巻
九
（
中
外
書
房
、
一
九
六
五
年
六

月
）。

⑹

『
角
川

日
本
地
名
大
辞
典

二
八
兵
庫
県
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
八

年
一
〇
月
）。

⑺

安
政
三
年
銘
で
鹿
の
浮
彫
が
施
さ
れ
た
も
の
と
寛
延
二
年
銘
の
も
の
が
あ

る
。

⑻

『
本
山
村
誌
』
（
本
山
村
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
五
三
年
七
月
）
に
は
、

（
九
）
大
日
女
尊
神
社

（
中
略
）

も
と
大
日
如
来
を
本
尊
と
せ
る
両
部
神
道
で
、例
祭
に
は
住
吉
神
社
の

社
僧
が
大
般
若
経
を
轉
讀
し
た
。
維
新
以
後
、
本
尊
は
村
内
休
明
寺
に

移
し
、
別
に
高
井
家
の
寶
劍
を
以
て
神
體
に
代
え
た
と
い
う
。

と
あ
る
。
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⑼

神
戸
大
学
大
学
院
木
村
修
二
氏
よ
り
ご
教
示
。

⑽

『
神
戸
の
民
俗
芸
能
』
灘
・
葺
合
・
生
田
編
（
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
一

九
七
六
年
）。

⑾

『
能
楽
史
料
』
第
二
編
（
坂
元

三
郎
編
、
一
九
三
三
年
）
所
収
。

⑿

直
後
に
書
き
直
し
し
た
と
思
わ

れ
る
も
の
で
は
、
「
兔
原
郡
上
野
村

幸
大
夫
与
申
翁
相
頼
祭
禮
相
勤
申

候
、
以
上
」
の
部
分
を
線
で
消
し
、

「
挑
燈
献
候
儀
仕
来
り
申
候
、
以

上
」
と
追
記
さ
れ
て
い
る
。

（
史
料
３
）

⒀

「
幸
王
家
文
書
」
の
「
送
り
米
覚
」
に
「
一

壱
斗
弐
升

屏
風
村

氏

神
御
翁
料
」
と
あ
る
。
屏
風
村
と
は
、
現
在
の
神
戸
市
北
区
八
多
町
屏
風
地

区
の
こ
と
で
あ
る
。屏
風
地
区
に
あ
る
八
王
子
神
社
と
兼
務
の
北
区
道
場
町

宅
原
・
一
之
宮
神
社
宮
司
に
よ
る
と
、「
昔
は
祭
り
に
翁
舞
を
し
て
い
た
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
調
査
）
。

⒁

「
神
戸
市
須
磨
区
車
の
翁
舞
」
（
『
民
俗
芸
能
』
四
十
九
（
民
俗
芸
能
の
会
、

一
九
七
二
年
）。

⒂

『
神
戸
の
民
俗
芸
能
』
車
の
翁
舞
と
雨
乞
拍
子
踊
編
（
神
戸
市
教
育
委
員

会
、
一
九
七
六
年
）。

⒃

『
第
五
四
回
近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

民
俗
芸
能
大
会

解
説

書
』（
第
五
四
回
近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
実
行
委
員

史料３

会
事
務
局
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
）
よ
り
要
約
。

⒄

『
神
戸
の
民
俗
芸
能
』
車
の
翁
舞
と
雨
乞
拍
子
踊
編
（
神
戸
市
教
育
委
員

会
、
一
九
七
六
年
）
に
は
、
翁
の
役
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

現
在
宝
塚
市
在
住
で
関
西
で
唯
一
の
職
分
で
あ
る
和
島
富
太
郎
氏
（
大

正
３
年
生
）
に
こ
の
伝
承
の
可
能
性
に
つ
い
て
た
ず
ね
て
み
た
。

「
翁
と
い
う
の
は
約
束
ご
と
が
あ
っ
て
、
鼓
で
合
し
ま
す
。（
後
略
）
」

こ
れ
に
よ
る
と
、行
事
の
主
役
で
あ
る
翁
の
舞
の
所
作
は
鼓
で
合
わ
せ
る

の
だ
と
い
う
。
そ
う
す
る
と
、
明
治
三
十
八
年
頃
ま
で
車
の
翁
舞
に
上
野
村

の
幸
王
大
夫
が
招
か
れ
た
こ
と
の
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
つ
ま
り
、
幸
王
家
が
「
隣
忠
見
聞
録
」
に
「
幸
太
夫
は
い
つ
の
頃
よ
り

か
小
皷
と
な
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鼓
に
優
れ
た
家
で
あ
る
幸
王
大
夫
が
翁

を
つ
と
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

⒅

「
幸
王
家
文
書
」（
『
神
戸
の
民
俗
芸
能
』
灘
・
葺
合
・
生
田
編
（
神
戸
市

教
育
委
員
会
、
一
九
七
六
年
）
所
収
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
十
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
民
俗
学
会
第

六
十
七
回
年
会
（
於
兵
庫
県
西
宮
市
・
関
西
学
院
大
学
）
で
報
告
し
た
も
の
に
手

を
入
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
御
影
史
学
研
究
会
の
先
生

方
に
は
幾
度
も
ご
指
導
い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
に
お
い
て
は
、
摩
耶
山
忉
利
天
上
寺
の
貫
主
様
を
は
じ
め
皆
さ
ま
、
神
戸

市
須
磨
区
車
の
翁
舞
保
存
会
会
長
の
椿
原
勇
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
地
図
１
）
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